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●主な観光資源（自然公園）

区分 概　　  要

昭和９年指定。屈斜路湖・阿寒湖・摩周湖などの雄大なカルデラ湖を中心に、雄阿寒岳・雌阿寒岳などがそびえ、森と湖と火山
のおりなす北方的な原始景観を誇る。世界一といわれるほどの透明度を誇る摩周湖は神秘の湖といわれ、また、ラムサール条
約に登録されている阿寒湖のマリモは国内で唯一の生育地として特別天然記念物に指定されている。
平成２９年８月、「阿寒国立公園」から名称変更され、神の子池などを含む区域に拡張された。
昭和９年指定。北海道の最高峰・旭岳（2,290m）を主峰とする大雪連峰及び十勝連峰・石狩山群などを含む北海道の屋根ともい
われる山岳公園で、わが国最大の面積を誇る。柱状節理の断崖がそそり立つ層雲峡や天然湖である然別湖などすぐれた景勝
地が多く、温泉も各地に点在している。
昭和24年指定。支笏湖・洞爺湖の2大カルデラをはじめ、現在も活動中である有珠山・樽前山、美しい円錐形の山容で蝦夷富士
と呼ばれる羊蹄山、登別地獄谷をはじめ各所で湧出する温泉など、火山によって生じる様々な地形や現象に身近にふれること
ができる。新千歳空港や札幌、苫小牧、室蘭などの都市からも近いことから、道内で一番利用者が多い。
昭和39年指定。北海道の東北端、オホーツク海に向かって細長く伸びる知床半島は、日本に残された最後の原生地域ともいわ
れ、険しい連峰と奥深い原生林、海蝕崖による豪壮な海岸風景などの景観と、海岸・草原・森林・河川・湖沼・高山などのさまざま
な環境の中に原生的で多様な生態系が一地域にまとまっているのが特徴。
昭和49年指定。日本最北に位置する自然公園で、利尻富士と呼ばれる美しい利尻山を擁する利尻島、高山植物の宝庫・礼文
島、砂丘列の発達した抜海・稚咲内海岸、サロベツ川流域に形成されラムサール条約に登録されている広大なサロベツ原野な
ど変化に富む景観を誇り、また、国内有数の渡り鳥の中継地としても知られている。
昭和62年指定。市街地に接して広がる湿原を主体とした世界でもまれな公園。その大部分はヨシ草原とハンノキ林などからなる
低層湿原で、蛇行する原始河川などとあいまって広大な水平的景観を呈している。特別天然記念物のタンチョウなど貴重な動植
物の生息・生育地でもあり、湿原の主要部は「ラムサール条約」の登録湿地に指定され、国際的にも高く評価されている。
昭和33年指定。網走を中心とするオホーツク海岸とサロマ湖・能取湖・網走湖・濤沸湖・藻琴湖などの７つの海跡湖からなってお
り、起伏の少ない平地風景が特色。海岸線の砂丘に広がる原生花園や冬のオホーツク海の流氷、春秋の渡り鳥など季節ごとに
特徴的な景観を呈している。なお、濤沸湖はラムサール条約の登録湿地になっている。
昭和33年指定。北海道の玄関・函館市の北方に位置し、駒ヶ岳を中心にして大沼などの湖沼を含み、北海道には珍しい繊細な
箱庭的風景が特色。大沼・小沼・蓴菜沼の3湖は駒ヶ岳の噴火によって生まれた湖で、大沼は駒ヶ岳を背景として大小百数十の
小島を浮かべ、「湖の松島」ともいわれる美しい風景を展開している。
昭和38年指定。1,000m級の山々がそびえるニセコ連峰と雷電海岸、積丹半島から小樽に至る海岸を含む海陸にわたる公園で、
ニセコアンヌプリ・チセヌプリ・目国内岳などのすぐれた山岳景観と、海蝕崖の連続する豪壮な海岸風景が特色。また、道内の公
園で唯一、海中公園地区が指定されている。
昭和56年指定。北海道中央南部を南北約150kmにわたって走る峻険かつ自然性の高い日高山脈を中心に、その山系が南に伸
びて太平洋に没する襟裳岬の海岸景観などからなる、わが国最大の国定公園。アポイ岳は特異な地質による固有植物が多く、
標高が低いにもかかわらず高山植物の宝庫といわれている。
平成２年指定。暑寒別岳を主峰とする山岳・渓谷・山地型湿原と雄冬岬・送毛・濃昼の海蝕海岸の地域及び日本海に浮かぶ天
売・焼尻両島の地域からなる、自然性の高い変化に富んだ景観が特色。なお、暑寒別岳の東側斜面に広がる雨竜沼湿原は、
「ラムサール条約」の登録湿地に指定されている。
令和３年指定。道内での新たな国定公園の指定は、平成２年の暑寒別天売焼尻国定公園の指定以来約30年ぶり。
別寒辺牛湿原と霧多布湿原の２つの大きな湿原などからなる公園で、、霧多布湿原は泥炭形成植物群落として国の天然記念物
に指定されており、厚岸湖とともに「ラムサール条約」の登録湿地にも指定されている。
昭和30年指定。北海道中央部の夕張山系を中心に、周辺に点在する桂沢湖・シューパロ湖・野花南湖などの湖沼を主な区域と
し、秀麗な山岳と森閑とした湖沼を特徴とする北国らしい景観を誇る。ユウバリソウやユウバリコザクラなどの固有種をはじめと
する夕張岳の高山植物群落は、特異な地質構造とともに国の天然記念物に指定されている。
昭和35年指定。渡島半島西海岸沿いに点在する地域と奥尻島全域からなる公園で、日本海の強風と波浪などによって形成され
た海蝕崖と海岸段丘が連続し、勇壮な岩石海岸地形となっている。また、夷王山や鴎島地区に代表されるように、北海道の文化
の黎明期に造られた社寺・城跡・墳墓などが点在し、自然と文化が共存する北海道ではまれな景観を有している。
昭和36年指定。渡島半島の東南海岸部に位置する公園で、雄大な鐘状火山である恵山と亀田半島の最高峰である横津岳を中
心に高山植物群落、太平洋と津軽海峡の波浪を受けて形成された海蝕崖や奇岩など、変化に富んだ景観を観賞できるのが特
徴。また、火山・海岸・渓谷と異なった地形にそれぞれ利用拠点となる温泉地を有し、保養・自然探勝・登山など多目的な公園利
用がなされている。
昭和37年指定。雄大な根釧台地の水平景観を背景とし、ラムサール条約に登録されている野付半島・風蓮湖を中心に、海跡
湖・砂丘やそれをとりまく森林・湿原などからなる道東らしい風景が特色。海岸湿原・湖沼群には湿生植物・野鳥が多数生育・生
息しており、植生・野鳥観察のために訪れる人も多数見られる。
昭和43年指定。渡島半島西南部の海岸地域と渡島大島・小島の二つの離島からなる公園で、切り立った海蝕崖と岩礁・奇岩・
海蝕洞などからなる荒々しい海岸風景は、崖上に生育するツツジ・シャクナゲなどの植物に彩られ、すぐれた景観を誇っている。
また、大島・小島は海鳥の繁殖地で、国の天然記念物に指定されている。
昭和43年指定。北海道北部のオホーツク海に沿った公園で、クッチャロ湖・モケウニ沼などの天然湖沼が点在し、その周辺の湿
原や海岸砂丘に広がるベニヤ原生花園など、広々とした北方的景観が特徴。また、コハクチョウなどの水鳥類の大規模な飛来
地となっているクッチャロ湖は、「ラムサール条約」の登録湿地として指定されている。
昭和43年指定。大都市近郊としてはまれな大面積の平地林からなる。比較的よく残された天然林や草地・小川・池など多様な環
境がそろっているため、様々な野鳥・動物・昆虫・草花など四季折々の変化に富んだ自然を楽しむことができる。また、公園の一
部は北海道開拓の歴史を記念する地区として指定され、百年記念塔・開拓記念館・開拓の村などの施設が設置されている。
昭和47年指定。道南の最高峰・狩場山を中心とする山岳地域と日本海沿岸の海蝕海岸からなる公園で、山間部には滝・渓流・
瀬などが点在し、山麓部に広がる原野と周辺の森林が調和した神秘的で美しい景観をつくりあげている。また、海岸部は、激し
い波浪により形成された急峻な海蝕崖・岩礁などにより、変化に富んだ景観となっている。
昭和49年指定。道北内陸部に位置する日本最大の人造湖・朱鞠内湖を中心とした公園で、日本最寒の地としても知られている。
針広混交林からなる鬱蒼とした森林に囲まれた朱鞠内湖と宇津内湖は、複雑な入江と大小の島々を有し、もやにけむる湖面や
湖岸に点在する立ち枯れた古木などが幽玄な雰囲気を漂わせ、天然の湖をしのぐほどの原始的で神秘的な景観が特徴。
昭和53年指定。標高1,558mの天塩岳を中心とする公園です。天塩岳・渚滑岳・ウエンシリ岳の山頂から山腹にかけて広がる区
域一帯は人為的な影響が少なく、山稜地帯の高山植物群落や狭隘な渓谷などは、特に原始性に富んだ地域となっている。ま
た、野生動物も数多く生息しており、登山や自然探勝の場として利用されている。
昭和55年指定。円錐状の美しい火山である斜里岳の山頂部から山腹にかけての一帯を区域とする。斜里岳は地域を代表する
すぐれた山岳景観を有し、豊富な高山植物群落やユキウサギ・エゾリス・エゾモモンガなどの小型の哺乳類のほかに、ヒグマやエ
ゾシカなども多く生息するなど、動植物の宝庫ともいえる原始性豊かな自然を誇っている。

【北海道環境生活部環境局自然環境課、環境省北海道地方環境事務所】

朱鞠内道立自然公園

天塩岳道立自然公園

斜里岳道立自然公園

富良野芦別道立自然公園

檜山道立自然公園

恵山道立自然公園

野付風蓮道立自然公園

松前矢越道立自然公園

北オホーツク道立自然公園

道立自然公園野幌森林公園

狩場茂津多道立自然公園

厚岸霧多布昆布森国定公園

道立自然
公園

公  園  名

国立公園

阿寒摩周国立公園

大雪山国立公園

支笏洞爺国立公園

知床国立公園

利尻礼文サロベツ国立公園

釧路湿原国立公園

国定公園
網走国定公園

大沼国定公園

ニセコ積丹小樽海岸国定公園

日高山脈襟裳国定公園

暑寒別天売焼尻国定公園
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12月1日現在

1

　

　 ※　往復便数は、路線毎に1日の最小～最大便数で整理

帯広空港(1路線 7往復/日)

紋別空港(1路線 1往復/日)

旭川空港(2路線 8往復/日)

稚内空港(2路線 3往復/日)

女満別空港(3路線 13往復/日)

奥尻空港(2路線 2往復/日)

新千歳 ANA②

丘 珠 HAC②～⑥

奥 尻 HAC⓪～①

羽 田 JAL③/ANA③/ADO②

伊 丹 JAL①/ANA①～②

中 部 ADO①

新千歳 ANA②

羽 田 ANA①

函 館 ANA②

釧 路 ANA③

中標津 ANA③

女満別 JAL③/ANA③

稚 内 ANA②

羽 田 JAL⑯/ANA⑰/ADO⑫～⑭/SKY⑧

成 田 ANA①/JJP⑦～⑨/APJ⑤～⑧/SJO②～⑤

伊 丹 JAL④～⑦/ANA⑥～⑦

関 西 JAL②/ANA④/JJP②/APJ⑤～⑧

中 部 JAL③/ANA④/ADO①/SKY②/APJ②

青 森 JAL③/ANA②

秋 田 ANA②

花 巻 JAL②

仙 台 JAL⑤/ANA②/ADO③/APJ②/IBX③

福 島 ANA①
山 形 FDA①

茨 城 SKY②

静 岡 ANA⓪～①/FDA①～②

松 本 FDA①～②

新 潟 JAL②/ANA②
富 山 ANA①

小 松 ANA①

神 戸 ANA①/ADO②/SKY③
岡 山 ANA①

広 島 JAL①/ANA①

福 岡 JAL③/ANA①～②/ADO①/SKY②/APJ①

那 覇 APJ①

羽 田 JAL④/ADO③

成 田 JJP⓪～①

釧路空港(3路線 13往復/日)

中標津空港(3路線 6往復/日)

利尻空港(1路線 1往復/日)

函館空港(6路線 21往復/日)

丘珠空港(8路線 19往復/日)

新千歳空港(27路線 194往復/日)

羽 田 JAL④/ADO③

丘 珠 HAC①

羽 田 ANA①

函 館 HAC⓪～①

丘 珠 HAC⓪～①

※ JAL～日本航空、ANA～全日本空輸、ADO～エァ・ドゥ、

SKY～スカイマークエアライン、

FDA～フジドリームエアラインズ、HAC～北海道エアシステム、

APJ～ピーチアビエーショ ン、IBX～アイベックスエアラインズ、

JJP～ジェットスター・ジャパン、SJO～スプリング･ジャパン

女満別

奥尻

紋別

稚内

旭川

新千歳

利尻

礼文

釧路

帯広

函館

新千歳 ANA③

羽 田 ANA①
丘 珠 HAC①～②

ＪＡＬ・ＨＡＣ

ＡＮＡ

丘珠

中標津

新千歳 JAL③/ANA③

丘 珠 HAC①～②

羽 田 JAL③/ADO②

新千歳 ANA③

丘 珠 HAC②～④

羽 田 JAL③/ANA①/ADO②

函 館 HAC②～⑥

釧 路 HAC②～④

利 尻 HAC①

三 沢 HAC⓪～①

女満別 HAC①～②
奥 尻 HAC⓪～①

中標津 HAC①～②

秋 田 HAC②

路線数 往復/日

道　内 12 33
道　外 35 222

計 47 255

R元年10月 R5年10月 （コロナ前比）

提 供 座 席 数 2,124,084 2,172,525 2.3%

旅 客 数 1,767,244 1,777,308 0.6%
利 用 率 83.2% 81.8%

(参考：新千歳の航空概況速報)

新千歳空港発着便の旅客数実績

R5年11月 R5年12月 （前月比）
運 航 予 定 便 数 14,173 14,550 377

道内空港発着便の運航予定便数
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(単位：千円）

振興局 種別 事　業　名 事　業　概　要 予算額

創生
空知「食」と「ワイン」
のブランド強化事業

R5 ～ R7
食やワインのブランド化や産地づくりを推進し、空知の主要
な産業である食産業の振興を図る。

2,996

創生 空知ゼロ炭観光推進事業 R5 ～ R7

環境に優しいキャンプ教室の開催により、ゼロカーボンを体
感する旅行を提案するとともに、空知管内の多様な食、観光
資源の魅力をキャンプを軸に一体的に情報発信するなど、マ
イクロツーリズムの一層の推進に向け取組の展開を図る。

2,512

ｺﾗﾎﾞ 北海道空知魅力発信事業 R2 ～ R6

「空知」ならではの観光・物産やライフスタイル、生活環境
などに関する情報を総合的に発信し、空知地域に対する関心
や理解度の向上、首都圏等での知名度向上を図り、人とモノ
の流れの創出を目指す。

4,334

石狩 創生
「いしかりstyle」プラ
スワン観光推進事業

R2 ～ R6

旅に「プラスワン」の価値を添える管内の周遊や体験型観光
を推進し、多様化する観光ニーズに対応可能で誰もが旅を存
分に楽しむことができる「いしかり観光スタイル」を国内外
に積極的にPRする。

6,832

創生
ShiriBeshi路線バス利用
促進事業

R3 ～ R5

路線バスの需要拡大と持続的な利用定着を図るため、管内の
住民や管外からの観光客に向けて、観光利用等のモデルルー
トや利用促進動画を作成し、動画視聴者へのキャンペーンも
交えながらYouTubeやSNSで周知する。

1,333

創生
ニセコ山系ロングトレイ
ル普及促進事業

R4 ～ R6

多様な生物環境や希有な自然地形が分布するニセコ山系にお
いて、近年注目されているロングトレイルのコースを設定す
ることで、国定公園の利用者増加と適正な管理を図るととも
に、アドベンチャーツーリズムに適したコンテンツであるこ
とを活かし、夏季の後志観光を推進する。

1,952

ｺﾗﾎﾞ
ShiriBeshi持続可能な観
光地づくり推進事業

R5 ～ R7

国際リゾートエリアである後志を持続可能な観光地としてい
くため、地域の「稼ぐ力」を引き出すＤＭＯと連携し、環境
負荷が低く、地域経済には高いインパクトを与え、ゼロカー
ボンにも資する旅行形態であるアドベンチャートラベル
（AT）の推進等に取り組む。

5,437

ｺﾗﾎﾞ
いぶり観光・教育旅行誘
致促進事業

H28 ～ R6

縄文遺跡群やウポポイなどの「いぶり五大遺産」をはじめと
した地域資源を活用しながら商品造成やプロモーションを行
うことにより、インバウンドを含む観光客や道外からの教育
旅行の誘致を図る。

5,994

ｺﾗﾎﾞ
いぶり五大遺産等地域資
源魅力発信事業

R1 ～ R6

胆振地域への交流人口・関係人口の拡大を図るため、世界的
な価値を有する「いぶり五大遺産」をはじめとした胆振管内
の貴重な地域資源を関係団体等との連携により魅力発信する
など、地域創生に向けた取組を推進する。

3,374

創生
7towns,colors HIDAKA観
光知名度向上事業

R1 ～ R5
地域資源を活用した地域の魅力を体感できる観光メニューの
開発や広域的な観光誘客に取り組むとともに、地域の魅力を
道内外に向けて発信する。

1,330

ｺﾗﾎﾞ
オールひだか魅力発信推
進事業

R5 ～ R8
新冠IC開通に向けた地域資源の活用促進や地域の魅力向上の
ため、関係機関等と連携し、観光入込客数及び交流人口の増
加を図る。

5,628

ｺﾗﾎﾞ
「みなみ北海道まるっと
周遊」観光地域づくり強
化事業

R2 ～ R6

世界文化遺産に登録された効果を魅力的な観光地づくりに活
かすため、縄文遺跡群を活用した誘客促進の取組を展開す
る。縄文遺跡を訪れたいと潜在的に考えている人々を実行動
に繋げるためのPRをする。

2,886

ｺﾗﾎﾞ
訪日外国人向け環境整
備・集客プロモーション
事業

R2 ～ R6

新型コロナウイルスの水際対策緩和の動きが加速している中
で、観光施設等で受入準備を進めると共に、縄文文化を始め
とした渡島の観光を商談会等でPRすることにより、多くの訪
日外国人観光客を獲得する。

2,650

●令和５年度地域政策推進事業（地域創生推進事業、地域政策コラボ事業）　観光関連抜粋

後志

空知

事業期間

(年度)

胆振

渡島

日高



- 25 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(単位：千円）

振興局 種別 事　業　名 事　業　概　要 予算額

ｺﾗﾎﾞ
「ひやまの食と観光」魅
力向上・創出事業

R4 ～ R8

檜山管内の食と観光産業の魅力向上を図るため、関係機関等
と連携し、地域資源の魅力を最大限に活用した商品の磨き上
げや販路拡大の支援、人材育成、ＳＮＳ等を活用した情報発
信やプロモーション等の実施により地域経済の活性化を図
る。

5,087

ｺﾗﾎﾞ
「ひやまの島旅・船旅」
魅力向上・発信事業

R5 ～ R7
檜山の貴重な観光資源である離島の魅力向上と情報発信に重
点的に取り組むことで、檜山地域の認知度向上を図る。

2,166

創生
大雪山協働型登山環境改
善事業

R2 ～ R6
大雪山を中心とした貴重で豊かな自然を次世代に引き継ぐた
め、クラウドファンディングを活用しながら自然環境の保全
や活用を図る取組を進める。

1,841

創生
かみかわツーリズム誘客
促進事業

R2 ～ R6

「食」や「食文化」の魅力発掘に加えて、上川北部の滞在人
口を観光振興に結びつけるために、意見交換会やモニターツ
アーによる商品造成を行うとともに、プロモーションを通じ
て上川地域への誘客を図る。

3,410

創生
オロロンラインの持続可
能な観光地づくり推進事
業

R5 ～ R7

留萌管内の豊かな地域資源を活用したｱﾄﾞﾍﾞﾝﾁｬｰﾄﾗﾍﾞﾙを推進
し、道内外に積極的にPRすることにより交流人口の拡大を図
るとともに、ガイド人材や観光の担い手確保にも取組み、持
続可能な観光地づくりを推進する。

2,323

創生
るもいファン拡大・魅力
発信事業

R5 ～ R7

留萌地域の「もっているもの（食・自然・人）」をより多く
の方に知っていただき、新たな「るもいファン」を獲得する
ため、SNSなど様々な手法による情報発信等を行い、交流・
関係人口の創出・拡大を図る。

788

宗谷 ｺﾗﾎﾞ
てっぺんSOYA de ポスト
コロナ観光地づくりプロ
ジェクト

R3 ～ R5
「ポストコロナ」に対応し、宗谷が一体となった魅力ある観
光地づくりを推進するため、アドベンチャーツーリズムなど
の新たな旅行スタイルの誘客に向けた取組を実施する。

1,713

創生
知床自然遺産インバウン
ドおもてなしステップ
アップ事業

R3 ～ R5
世界自然遺産である知床において、外国人旅行者の受入体制
を底上げするため、情報提供の英語化対応を進めるとともに
地域一体の共通認識を醸成する。

474

創生 オホーツク観光再生事業 R3 ～ R5
地域特性を活かした個人・団体旅行の誘致により、自然環
境、地域産業などと調和した観光の確立及び地域の優位性を
活かした観光地づくりを推進する。

1,918

十勝 創生
とかち"いいね"魅力拡大
事業

R3 ～ R5

新型コロナウイルスの影響により観光需要が低迷する中で旅
先としての十勝の認知度向上及び誘客促進を図るため、SNS
等を活用した情報発信やプロモーション、魅力的な観光地づ
くりに向けた取組を推進する。また、十勝の「食」の付加価
値向上、ブランド化、の取組、十勝産品のPR・販路拡大を併
せて進める中で十勝の認知度及び誘客推進の更なる向上を図
る。

6,190

十勝 ｺﾗﾎﾞ
交通モードの利活用によ
り地域の内外をつなぐ交
流人口拡大推進事業

R3 ～ R5

新型コロナウイルス感染症拡大の影響を受ける十勝管内の公
共交通の利用状況を把握した上で、人の動きを促す取組を主
体とし、①域内間の交流増加（まちづくり）、②域外との交
流増加（観光振興、移住定住）に向けた取組を実施すること
により、関係・交流人口の増加と北海道十勝地域の活性化を
目指す。

5,250

釧路 ｺﾗﾎﾞ
くしろ誘客促進魅力発信
事業

R4 ～ R6

国定公園やＡＴなどの新たなコンテンツを活かした地域の魅
力を広く発信し、新型コロナウイルス感染症の影響により大
幅に減少した観光入込客数の回復を図るとともに、道央圏に
集中する観光客の誘客を促進する。

5,723

根室 創生

新型コロナウイルスを克
服するための「ねむろの
食と観光」競争力強化事
業

R3 ～ R5

新型コロナウイルス感染拡大防止に向けた人々の意識や行動
の変化に対応した観光客の受入体制の整備やプロモーション
及びねむろの食材の高度加工の支援を行うことにより、地域
が一体となって新型コロナウイルスによる影響からのいち早
い回復、更なる活性化に取り組む。

4,627

●令和５年度地域政策推進事業（地域創生推進事業、地域政策コラボ事業）　観光関連抜粋

事業期間

(年度)

オホーツク
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業
費

（
再

掲
）

旅
行

者
比

率
の

リ
バ

ラ
ン

ス

～
感

染
症

の
状

況
に

応
じ

た
誘

客
対

象
の

最
適

化
～

観
光

イ
ン

フ
ラ

の
強

靱
化

~
地

域
に

お
け

る
観

光
イ

ン
フ

ラ
の

充
実

～

新
し

い
旅

行
ス

タ
イ

ル
の

推
進

～
ﾜ
ｰ
ｹ
ｰ
ｼ
ｮ
ﾝ
、

A
T

等
新

た
な

北
海

道
観

光
価

値
の

創
出

～

量
×

質
の

追
求

～
満

足
度

向
上

と
連

動
し

た
消

費
単

価
の

向
上

～

・
誘

客
促

進
強

化
事

業
費

（
再

掲
）

◎
＝

新
規

、
拡

充
　

○
＝

継
続

　
※

最
も

合
致

す
る

展
開

方
向

を
本

掲
と

し
、

そ
の

他
は

再
掲

と
す

る
。

㉓
 宿

泊
業

環
境

整
備

緊
急

対
策

事
業

　
　

　
　

　
　

　
　

※
観

光
庁

補
助

（
北

海
道

旅
行

割
引

事
業

費
：

繰
越

明
許

費
分

）

　
　

　
　

　
　

　
　

※
経

済
対

策
（

宿
泊

業
環

境
整

備
緊

急
対

策
事

業
）

　
　

　
　

　
　

　
　

（
観

光
局

事
業

 1
6

2
,6

8
4

　
　

機
構

負
担

金
1

,6
6

0
,7

4
0

）

　
　

　
　

　
　

　
　

　
令

和
５

年
度

観
光

局
予

算
計

上
(経

済
対

策
等

除
く

)

■
安

定
し

た
観

光
入

込
客

数
の

増
加

に
は

、
災

害
や

感
染

症
、

国
際

情
勢

な
ど

に
よ

る
影

響
の

縮
小

化
が

必
要

■
観

光
消

費
単

価
向

上
に

は
、

モ
ノ

消
費

か
ら

コ
ト

消
費

へ
の

流
れ

へ
の

対
応

が
必

要

■
ウ

ィ
ズ

コ
ロ

ナ
・

ポ
ス

ト
コ

ロ
ナ

時
代

を
見

据
え

た
新

た
な

旅
行

ス
タ

イ
ル

を
定

着
さ

せ
て

い
く

こ
と

が
必

要

本
道

観
光

の
現

状
と

課
題

北
海

道
観

光
が

将
来

的
に

め
ざ

す
姿

オ
ン

リ
ー

ワ
ン

！
自

然
・

食
・

文
化

を
活

か
し

た
観

光
地

い
つ

で
も

！
ど

こ
で

も
！

何
度

で
も

！

誰
も

が
安

全
・

安
心

・
快

適
に

滞
在

持
続

的
な

観
光

関
連

産
業

の
発

展

－
目

標
－

「
観

光
立

国
北

海
道

」
の

再
構

築

観
光

地
づ

く
り

誘
客

活
動

受
入

体
制

整
備

＋

ウ
ィ

ズ
コ

ロ
ナ

施
策

の
展

開
方

向
事

業
名

ポ
ス

ト
コ

ロ
ナ

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

の
状

況
を

踏
ま

え
た

感
染

拡
大

防
止

と
社

会
経

済
活

動
へ

の
影

響
の

最
小

化

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

の
収

束
を

見
据

え
た

「
新

た
な

旅
行

ス
タ

イ
ル

等
の

推
進

」
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